
    武蔵野の面影濃い 

柳窪を巡る見学&保存活用の意見交換会 
 

黒目川源流沿いに連なる、【森林・古民家・蔵・屋敷林そして畑】、武蔵野の面影を色濃く残しています。 

この貴重な世界を、都や市の財産として残していかねばなりません。 

しかし、宅地化が進み、この環境も消滅していく危惧を感じ、保存するための活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この柳窪に足を踏み入れた市民は少なく、現地を探索して、その貴重さを実感してもらおうと企画しまし

た。  是非、参加して頂き、保存活動に関心を持って頂きたくよろしくお願いします。 

 

期   日    12 月 5 日(火曜日)     ９時３０分～１２時 頃まで 

 

集合場所   🚏  柳窪１丁目  集合   ９時３０分 

          バスのルート 

        ・東久留米駅 西口からの場合 

     武２１  錦城高校経由武蔵小金井行 ９時１０分発で、柳窪１丁目に２２分につきます。 

・武蔵小金井 北口からの場合 

 ３番乗り場 武２１ 錦城高校経由東久留米駅西口行きの西武バス 

武蔵小金井 ８時５８分発 ⇒  柳窪１丁目 ９時２６分着                   

見学のルート 

 柳窪 1 丁目 ～ 柳久保小麦の畑 見学 ～ 奈良山ファーム果樹園の事業を野崎さんから説明～ 

ケアキの小路 ～ 野崎家(古民家) ～ 宇兵衛奥住家(古民家・双子の蔵) 奥住さんから説明 ～ 

黒目川遊歩道 ～ 顧想園 (国登録有形文化財 園内紅葉 村野さん紹介) ～柳窪天神社社務所 

 

参加費   顧想園内の見学費 (文化財維持協力費)  ５００円 

           顧想園内の見学はご覧にならない方は、無料です。 

 

     ☆ 主催     武蔵野の自然を愛する会       

             柳窪の環境・景観の保全を考える会     

 ☆連絡先    柘植(ツゲ)   📱 ０９０－７６３７－２９８９   Mail : tsuge.aa@triton.ocn.ne.jp  

 

  


